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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　
導
入
促
進
に
向
け
て

伊
藤
　
隆
一

業
務
執
行
理
事

（
一
財
）新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
財
団

は
、
平
成
30
年
に
お
き
ま
し

て
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら

に
一
層
の
導
入
促
進
に
向
け

て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き

産
業
会
議
（
牛
山
泉
議
長
）

の
下
の
各
委
員
会
に
お
け
る

検
討
に
基
づ
い
て
、
国
等
の

関
係
機
関
に
政
策
提
言
を
行

い
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
新
エ
ネ
大
賞

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
高
度
利
用
を
図

る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

分
野
を
対
象
と
し
た
新
エ
ネ

大
賞
を
行
い
ま
す
。
近
年
、

応
募
案
件
が
質
的
、
量
的
に

向
上
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
表
彰
件
数
も
そ
れ
に

昨年2月に開催された、「平成28年度新エネ大賞表彰式」の様子

▶
２
０
１
７
年
12
月
開
催
の
「
第
２
回
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

水
素
等
関
係
閣
僚
会
議
」
で
決
定
さ
れ
た
「
水
素
基
本
戦
略
」
か

ら
、
水
素
社
会
実
現
に
向
け
て
目
指
さ
れ
る
今
後
の
水
素
関
連
技

術
の
社
会
実
装
の
た
め
の
シ
ナ
リ
オ（
経
産
省
資
料
よ
り
）

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
平
成
30
年
に
予
定
し

て
い
る
主
な
活
動
は
次
の
通

り
で
す
。

（
１
）
政
策
提
言

当
財
団
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
応
し
て
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
３
）
人
材
育
成
研
修

新
規
参
入
者
向
け
に
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
人
材
育
成
研
修
会

（
事
業
化
支
援
コ
ー
ス
、
風

水
素
時
代
の
夜
明
け
を
求
め
て

佐
藤
　
建
吉

（
一
社
）洸
楓
座
　
代
表
理
事

（
一
社
）ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ
　
代
表

22
世
紀
デ
ザ
イ
ン
リ
エ
ゾ
ン

今
年
は
戌
年
で
あ
る
が
、

干
支
の
順
で
は
11
番
目
。
Ｗ

ｉ
ｋ
ｉ
に
よ
れ
ば
、「
戌
は

滅
で
あ
り
、
草
木
が
枯
れ
る

状
態
を
表
し
て
い
る
」
と
い

う
。
す
る
と
今
年
は
、
意
味

深
な
年
廻
り
に
な
る
。
確
か

に
１
年
の
う
ち
で
も
本
州
で

は
、
11
月
は
紅
葉
の
季
節
で

あ
る
が
、
自
然
に
彩
を
与
え

る
。
そ
し
て
ま
も
な
く
春
。

さ
ら
に
地
球
温
暖
化
が
暑
い

夏
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
ま

た
秋
＆
冬
。
戌
年
も
亥
、

子
、
丑
、
寅
、
…
と
繰
り
返

す
。大

き
な
時
間
軸
で
は
、
22

世
紀
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
、
決
し
て
晩
秋
で
も
初
冬

で
も
な
い
。
元
号
が
替
わ
る

と
し
て
も
、
十
二
支
の
教
え

を
聞
き
な
が
ら
、
持
続
性
つ

く
り
に
繋
が
る
活
動
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
戌
年
早
々
、
筆
者
と

法
人
組
織
は
、
現
在
の
千
葉

続
か
つ
拡
張
し
て
行
う
。
さ

ら
に
、
新
規
に
「
水
素
」
を

取
り
入
れ
た
風
呂
＆
サ
ウ

ナ
、
水
素
自
動
車
、
水
素

発
電
事
業
を
、
同
市
の
不

動
産
会
社
と
隣
県
の
水
素

研
究
所
と
の
連
携
協
同
で

行
わ
れ
る
。

大
多
喜
町
は
、
渓
谷
の
街

で
あ
り
、
自
然
と
の
か
か
わ

り
を
四
季
、
朝
夕
で
実
感
で

き
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

利
活
用
の
事
業
と
、
気
運
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
の
中
で

西
宮
　
伸
幸

日
本
大
学
理
工
学
部
特
任
教
授

（
一
社
）水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会（
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）　
会
長

本
年
は
水
素
社
会
４
年
に

あ
た
る
。
２
０
１
５
年
が
Ｆ

Ｃ
Ｖ
元
年
と
も
水
素
社
会
元

年
と
も
よ
ば
れ
た
た
め
で
あ

る
。
商
用
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
計
画
・
建
設
中
の
も

主
張
さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
車
が

排
斥
さ
れ
る
の
は
仕
方
が
な

い
と
し
て
も
、
燃
料
電
池
自

動
車
を
究
極
の
彼
方
へ
追
い

や
ろ
う
と
す
る
思
惑
が
透
け

て
見
え
る
の
が
気
に
な
る
。

日
本
自
動
車
研
究
所
が
２

０
１
１
年
の
３
月
に
出
し
た

「
総
合
効
率
と
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

の
分
析
報
告
書
」
に
よ
る

と
、
走
行
１
㌔
㍍
あ
た
り
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
Ｆ

Ｃ
Ｖ
が
78
㌘
、
Ｅ
Ｖ
が
77
㌘

で
、
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
こ
で
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
用
の
水
素

は
天
然
ガ
ス
改
質
が
前
提
と

さ
れ
、
Ｅ
Ｖ
用
の
電
気
は
２

０
１
２
年
度
の
電
源
構
成
が

前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
原
発

が
稼
働
し
て
い
た
２
０
０
９

年
度
の
電
源
構
成
を
前
提
と

す
る
と
、
Ｅ
Ｖ
か
ら
の
排
出

は
55
㌘
と
な
り
、
こ
れ
だ
と

Ｅ
Ｖ
が
優
位
に
立
つ
。

つ
ま
り
、
天
然
ガ
ス
と
か

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か

の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
同
じ

に
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｖ
と
Ｅ
Ｖ
を
比

較
し
な
い
と
、
時
に
よ
り
、

国
に
よ
り
、
優
劣
は
変
わ
っ

て
く
る
。
優
劣
を
競
う
の
で

は
な
く
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
と
Ｅ
Ｖ
は

棲
み
分
け
て
い
く
の
だ
、
と

い
う
議
論
も
一
見
正
当
な
よ

う
だ
が
、
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
を
主

唱
す
る
人
た
ち
は
棲
み
分
け

論
に
ほ
と
ん
ど
耳
を
貸
さ
な

い
。
下
手
を
す
る
と
、
究
極

の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
か
ら
時
期
尚
早
の

力
発
電
コ
ー
ス
、
中
小
水
力

コ
ー
ス
）
を
行
う
ほ
か
、
水

力
に
か
か
る
基
礎
研
修
会
及

び
実
務
研
修
会
、
地
熱
開
発

技
術
者
研
修
会
等
を
実
施
し

ま
す
。
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も

近
年
多
く
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
さ
ら

に
一
層
充
実
し
た
内
容
の
研

修
と
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
水
力
分
野
に
お
け
る

新
規
開
発
可
能
性
調
査
等
の

推
進国

の
予
算
を
前
提
に
、
新

規
地
点
で
の
事
業
化
可
能
性

調
査
、
設
備
更
新
調
査
等
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
理
解
促
進
に
つ
い
て
の
支

援
事
業
や
設
備
更
新
に
か
か

る
導
入
支
援
事
業
等
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
、
風
力
、
地
熱
等

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
等
も

予
定
し
、
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

県
大
多
喜
町
で
の
事

業
拠
点
を
、
埼
玉
県

春
日
部
市
に
移
転
し

活
動
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
大
多
喜
町
で

行
っ
た
垂
直
軸
小
型

風
車
の
開
発
、
太
陽

追
尾
ソ
ー
ラ
ー
発
電

の
開
発
運
用
を
、
継

こ
の
地
と
近
郊
を
対
象
と

し
て
始
め
た
「
上
総
ま
ち
な

か
大
学
院
」
と
い
う
地
域
活

性
化
活
動
が
定
着
し
て
き
た

が
、
こ
れ
も
場
所
を
変
え

て
、
「
春
日
部
ま
ち
な
か
大

学
院
」
と
し
て
開
設
し
た

い
。
そ
れ
は
、「
22
世
紀
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
い
る
の
で
、
是

非
と
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
や
卒
原
発
推
進
、

そ
し
て
水
素
利
用
す
る
「
ひ

と
」「
く
ら
し
」「
ま
ち
」
と

し
て
実
践
す
る
モ
デ
ル
地

に
、
そ
し
て
そ
の
発
信
地
と

し
た
い
。

洸
楓
座
と
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ

ｐ
、
そ
し
て
、
２
２
世
紀
デ

ザ
イ
ン
リ
エ
ゾ
ン
は
、
新
機

軸
で
「
ふ
る
さ
と
復
権
！
」

「
日
本
再
生
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
掲
げ
て
い
る
。

り
、
再
エ
ネ
で
は
Ｃ
２
Ｂ

の
法
整
備
が
必
要
だ
と
い

う
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
ら

に
限
ら
ず
、
〇
２
〇
と
い

う
造
語
が
定
義
不
明
瞭
の

ま
ま
拡
散
し
て
い
る
さ
ま
は

ち
ょ
っ
と
恐
ろ
し
い
。
１
９

６
０
年
代
、
70
年
代
に
流
行

っ
た
未
来
学
の
喧
騒
に
似
て

い
る
気
が
す
る
。
事
前
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し

た
ま
ま
案
に
走
る
「
案
ジ
ャ

ン
プ
」
は
、
厳
に
慎
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

本
年
の
リ
オ
の
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｃ

（
国
際
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

議
）
に
続
い
て
、
来
年
２
０

１
９
年
６
月
に
は
東
京
で
Ｗ

Ｈ
Ｔ
Ｃ
（
国
際
水
素
技
術
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
）
が
開
催
さ

れ
る
。
そ
の
年
が
順
調
に
水

素
社
会
５
年
と
よ
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
願

う
。

水素基本戦略のシナリオ 

供給 

コスト 

現状 2030 将来目指すべき姿 
化石燃料由来水素 
（副生水素、天然ガス改質） 

国際水素ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ構築
国内再エネ由来
水素製造技術確立

CO2フリー水素 
（褐炭×CCS、再エネ活用） 

30円/Nm3

（1/3以下） 
～100円/Nm3

（ステーション価格） 
20円/Nm3

（1/5以下） 

FCV 

スケールアップ
大幅コストダウン 

80万台 4万台 2,000台 

17円/kWh 
（商用段階） 

－ 
（技術開発段階） 

12円/kWh 
ガス火力発電を代替 

(2020) (2030) 

ﾌｫー ｸﾘﾌﾄ 40台 500台 １万台 

ｽﾃー ｼｮﾝ 100箇所 160箇所 900箇所相当 収益性向上により 
ガソリンスタンドを代替 

FCﾊﾞｽ 2台 100台 1,200台 

(現在) 

FCV／ 
ｽﾃｰｼｮﾝ
自立化

※2020
年代後半

FCスタックの技術進歩・
低コスト化によりガソリン
車を代替 

大型車両のFC化 

サプライチェーン構築実証、スケールアップ

ステーションコスト半減

水素量 0.02万t 0.4万t 30万t ～1,000万t＋α 
（発電での消費量に大きく依存） 

ロードマップ目標

(2020) (現在) 

（商用ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ規模） 

(参考) 水素消費量500万-1,000万ｔ
は発電容量で15-30GW程度 

(参考) 水素消費量30万ｔは 
発電容量で100万kW程度 

天然ガス輸入量 
8,500万ｔ/年 
天然ガス輸入価格 
16円/Nm3* 
*水素熱量等価換算

（参考比較） 

ガソリンスタンド数 
31,500箇所 

乗用車台数 
6,200万台 

LNG火力発電単価 
12円/kWh 
火力発電設備 
132GW 

水素発電実証、環境価値評価の仕組み確立 

ｽﾃｰｼｮﾝ戦略的整備、規制改革、技術開発

各省連携による水素供給NW整備 
FC 
活用 22万台 ｴﾈﾌｧー ﾑ 530万台 ｴﾈﾌｧｰﾑ

自立化 
家庭等における従来 
エネルギーシステムを代替 

世帯数 
5,300万世帯

の
も
加
え
る

と
、
昨
年
末
に

１
０
０
カ
所
に

到
達
し
た
。
燃

料
電
池
自
動
車

（

Ｆ

Ｃ

Ｖ

）

は
、
８
月
末
現

在
で
は
２
０
３

０
台
、
年
末
段

階
で
は
２
１
０
０
台
程
度
だ

と
い
う
。
堅
調
な
伸
び
と
い

う
べ
き
だ
が
、
昨
今
、
Ｅ
Ｖ

シ
フ
ト
の
ほ
う
が
目
立
っ
て

い
る
。
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
へ
の
シ
フ
ト
が
声
高
に

Ｆ
Ｃ
Ｖ
へ
、
世
間
の
格

付
け
が
下
が
る
お
そ
れ

も
無
し
と
し
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
、
再
エ

ネ
シ
フ
ト
も
静
か
に
進

ん
で
い
る
。
シ
ー
メ
ン

ス
が
火
力
を
切
り
離
し

て
６
９
０
０
人
の
削

減
、
Ｇ
Ｅ
が
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
部
門
を
売
却
、
こ

ん
な
ニ
ュ
ー
ス
が
初
冬

に
報
じ
ら
れ
た
。
水
素

発
電
で
大
量
の
水
素
を

消
費
し
、
水
素
の
値
段

を
下
げ
て
い
く
シ
ナ
リ

オ
が
、
今
後
成
立
す
る

の
か
ど
う
か
。
神
戸
の

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で

の
水
素
発
電
の
成
否
が

今
後
を
大
き
く
左
右
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

Ｐ
２
Ｇ
の
Ｇ
は
水

素
と
い
う
よ
り
は
メ
タ

ン
だ
と
い
う
議
論
が
あ


